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岩手県岩泉町議会

シリーズ キキララッッとと光光るる人人 ⓯  
　岩泉・田野畑ROCKS代表の佐

さ

々
さ

木
き

大
だい

智
ち

さん（小川）
　実家である不

ふ

昧
まい

庵
あん

の僧侶の仕事の傍ら、岩泉町と田
野畑村の子ども達にバスケットボールを教えていま
す。地域に愛されるクラブになるよう頑張っています。
※P16に関連記事があります。
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未
来
へ
つ
な
ぐ
岩
泉
の
学
び
舎

～
小
中
学
校
の
統
廃
合
か
ら
考
え
る
地
域
の
明
日
～

　
子
ど
も
の
数
は
、地
域
の
未
来
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。

本
町
が
誇
る
豊
か
な
自
然
と
広
大
な
大
地
は
、一
方
で「
通

学
」
や
「
適
正
規
模
の
維
持
」
と
い
う
教
育
上
大
き
な
課

題
と
も
向
き
合
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
本
議
会
で
は
、
今

号
か
ら
全
４
回
に
わ
た
り
、
本
町
の
小
中
学
校
が
歩
ん
で

き
た
統
廃
合
の
歴
史
、
現
状
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
未
来

の
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え

る
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
第
１
回
と
な
る
今
号
で
は
、
岩

泉
町
の
教
育
の
「
現
在
地
」
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。

特  
集

昭和37年
（ピ―ク時）

平成18年
（平成の大合併期）

令和８年
（現在）

・
児
童
・
生
徒
数
　
７
２
０
０
人

・
小
中
学
校
数(

分
校
含
む)

　
62
校

・
当
時
の
状
況
　
ど
の
集
落
に
も
子
ど
も
た
ち
の

声
が
響
き
、
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
的
な
存
在
で
し
た
。

・
児
童
・
生
徒
数
　
８
６
５
人

・
小
中
学
校
数(

分
校
含
む)

　
22
校

・
当
時
の
状
況
　
少
子
高
齢
化
が
顕
著
に
な

り
、
複
式
学
級(※

)

の
解
消
に
向
け
た
統
合

が
本
格
化
。

・
児
童
・
生
徒
数
　
３
９
３
人

・
小
中
学
校
数(

分
校
含
む)

　
７
校

・
現
在
の
状
況
　
ピ
ー
ク
時
の
わ
ず
か
５
％

程
度
に
。
集
団
教
育
に
よ
る
社
会
性
の
育
成

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
が
瀬
戸
際
に

あ
り
ま
す
。

岩泉町歴史民俗資料館に展示されている懐かしい校舎の写真と閉校記念誌

　
本
町
の
児
童
・
生
徒
数

は
、
昭
和
の
ピ
ー
ク
時
か

ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
議

会
に
提
出
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
そ
の
推
移
を

た
ど
り
ま
す
。

デ
ー
タ
で
見
る

「
子
ど
も
の
数
」
と

「
学
校
数
」

児
童
・
生
徒
数
及
び
学
校
数
の
推
移

（
昭
和
・
平
成
・
令
和
）

◀岩泉町歴史民俗
資料館の公式サ
イトはこちらから

　児童生徒数が少ない学校などで、2 つ
以上の学年を1つのクラスにまとめて編成
し、同じ教室で授業を行う学級形態のこと
を言います。

（※）複式学級とは
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（
年
）

S
33

S
38

S
39

S
40

S
44

S
45

S
46

S
47

S
50

S
51

S
53

S
54

S
56

S
57

S
60

S
61

S
62

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
11

H
14

H
15

H
17

H
20

H
28

H
29

H
31

R
2

R
4

R
5

R
7

釡津田小

浅内小

岩泉小

大川小

有
芸
小

安
家
小

岩泉小

S40
 大川小から分離

S46
 浅内小から
分離

S39
 有芸小
から
分離

S38
 安家小から
分離

釡津田小

小 
本 
地 

域

小 

川 

地 

域

大 

川 

地 

域

岩 

泉 

地 

域

安 

家 

地 

域

有 

芸 

地 

域

昭
和
33
年（
43
校
）↓
令
和
8
年（
４
校
）

【
岩 

泉 

町 

内 

小 

学 

校 

の 

移 

り 

変 

わ 

り
】

　当時は 50 人以上の児童が居た分
校は体育館がないため、集会室で
ぎゅうぎゅう詰め状態だったことを
思い出します。　
　今では建物すらなくなってしまいましたが、防火水
槽に役目を変えた 15 メートル程の小さなプールが、
楽しい思い出と共に残っています。

　二升石小学校松橋分校に通ってい
ました。６ 年時の児童数は10 数人で、
みんな兄弟のように一緒に遊んでい
たのが懐かしいです。
　今では考えられませんが、当時、運動会で足袋を
はいて走ったのが良い思い出です。

まま ちち 声声のの まま ちち 声声のの
加藤恵

え

紀
き

子
こ

さん 加藤　弘
ひ ろ き

輝さん（小本：中里小学校中島分校出身） （岩泉：二升石小学校松橋分校出身）
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　私は安家小学校川口分校、安家中
学校で学びました。川口分校三年生
の頃は生徒が 36 人もいたんです。
　うちのこども ３ 人は安家小学校に通い、２ 番目が
安家中に進むときに閉校となり岩泉中学校に統合と
なりました。
　今、末っ子が中学 ３ 年生です。
　親としては、同級生がいるということが楽しそうで、
とても嬉しく見えます。

　学校が地域に無くなるのは、地域活力
がなくなる心配があり、寂しかったです。
　当時、二升石小学校の PTA とも話し合
いをして一緒に岩泉小学校に統合すると決断しました。
　最後の学校、児童たちなので、いろんなことに挑戦させよう
と思い、南部牛追唄全国大会に全校で出場しました。　
　浅内小学校の 5 年生 4 名は、最後の 1 年間を統合先の岩泉
小学校 ６ 年生として通い卒業。卒業式終了後は、旧浅内小学
校で地域のみんなで卒業式を行い、祝ったのが良い思い出です。

まま ちち 声声のの まま ちち 声声のの
上
か み ひ な た

日向荘
そ う こ

子さん 應
お う

家
い え

　義
よ し

政
ま さ

さん（安家：安家小学校 川口分校出身） （岩泉：浅内小学校出身）

（
年
）

S
33

S
35

S
38

S
39

S
40

S
44

S
45

S
47

S
56

S
59

S
61

H
4

H
5

H
6

H
20

H
25

R
2

R
4

R
5

S39 有芸中
から分離

S38 安家中
から分離

有芸中

安家中
昭
和
33
年（
20
校
）↓
令
和
8
年（
３
校
）

【
岩 

泉 

町 

内 

中 

学 

校 

の 

移 

り 

変 

わ 

り
】

小 
本 
地 

域

小 

川 

地 

域

大 

川 

地 

域

岩 

泉 

地 

域

安 

家 

地 

域

有 

芸 

地 

域
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　私は、権現で生まれ、権現で育ち
ました。権現が盛んな頃は、小中学
校で 80 人を超えていました。その
当時は、炭焼きの家の子どもが多く、また、運動会
では、地区の人達みんなが集まって、出店もあり大変
にぎやかでした。
　私が中学校を卒業するあたりから少しずつ人が減っ
ていきました。

　私が小学校 4 年生の時に有芸中
学校が岩泉中学校に統合されまし
た。学年は私 1 人で、岩泉中学校で
みんなに馴染めるか不安でしたが、交流学習やふる
さと少年隊などを通じて、不安が解消されたのを記憶
しています。
　地域の皆さんにとって、学校で子ども達の元気な
姿を見られないのは寂しいだろうなと感じています。

まま ちち 声声のの まま ちち 声声のの
久保尻星

せ い か

華さん川村　正
ま さ て る

光さん（小川：権現小中学校出身） （有芸：有芸小学校出身）

次
は
、
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

な
ぜ
学
校
統
廃
合
が

必
要
だ
っ
た
の
か
？

　
「
地
域
の
灯
を
消
し
た

く
な
い
」
と
い
う
住
民
の

強
い
願
い
が
あ
る
中
で
、

な
ぜ
町
は
統
廃
合
を
進
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

か
。
議
会
で
交
わ
さ
れ
た

議
論
か
ら
、
主
に
３
つ
の

理
由
を
挙
げ
ま
す
。

①
集
団
の
中
で
育
ま
れ
る

「
社
会
性
」
の
確
保

　
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な

考
え
方
に
触
れ
、
切
磋
琢

磨
し
、
運
動
会
や
文
化
祭

な
ど
の
学
校
行
事
、
部
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

は
、
一
定
以
上
の
集
団
規

模
（
適
正
規
模
）
が
必
要

で
す
。
同
級
生
が
１
人
〜

数
人
と
い
う
環
境
で
は
、

社
会
性
を
育
む
上
で
限
界

が
あ
る
と
い
う
懸
念
が
常

に
あ
り
ま
し
た
。

②
本
州
一
広
い
町
特
有
の

「
維
持
管
理
」
と
「
教

員
配
置
」

　
広
大
な
面
積
の
岩
泉
町

に
お
い
て
、
少
数
の
児

童
・
生
徒
の
た
め
に
多
数

の
校
舎
を
維
持
管
理
し
、

全
教
科
の
専
門
教
員
を
配

置
し
続
け
る
こ
と
は
、
財

政
的
に
も
、
岩
手
県
全
体

の
教
員
定
数
の
観
点
か
ら

も
、
極
め
て
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

③
教
育
環
境
の
公
平
性

　

I
C
T
教
育
の
導
入

や
、
新
し
く
近
代
的
な

校
舎
・
体
育
館
で
の
学

習
環
境
な
ど
、
ど
の
地

域
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

で
あ
っ
て
も
、
等
し
く

質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
「
選
択
と
集
中
」

が
必
要
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
１
年
間
で

考
え
て
い
く
こ
と

　
学
校
の
統
廃
合
は
、
単

に
「
建
物
を
閉
め
る
」
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
こ
れ
か
ら
の
岩
泉
町

と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
ど
う
再
デ
ザ
イ
ン

す
る
か
と
い
う
、
町
全
体

の
生
き
残
り
戦
略
で
も
あ

り
ま
す
。

も
各
地
域
か
ら
根
強
く
議

会
に
届
い
て
い
ま
す
。 

議
会
の
役
割
は
、
単
に
町

の
統
合
案
を
追
認
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
通

学
路
の
安
全
は
確
保
さ
れ

て
い
る
か
」「
閉
校
後
の

校
舎
が
地
域
の
重
荷
に

な
っ
て
い
な
い
か
」「
学

校
が
な
く
な
っ
て
も
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す

る
仕
組
み
（
地
域
学
校
協

働
活
動
な
ど
）
が
機
能
し

て
い
る
か
」
を
住
民
の
皆

様
の
目
線
で
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
、
提
言
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　
次
号
か
ら
は
、
各
地
区

（
岩
泉
、
小
川
、
大
川
、

釜
津
田
、
小
本
、
安
家
、

有
芸
）
が
た
ど
っ
た
具
体

的
な
統
合
の
歴
史
と
、
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
当
時
の

住
民
の
皆
様
の
思
い
を
紐

解
い
て
い
き
ま
す
。

【
第
１
回
（
今
号
）】

導
入
編　
デ
ー
タ
で
見
る

岩
泉
町
の
教
育
の
「
現
在

地
」（
本
号
）◀

【
第
２
回（
第
21

6
号
）】

歴
史
編　
昭
和
か
ら
平
成

へ
、
激
動
の
「
統
合
の
軌

跡
」
と
地
域
の
決
断

◀

【
第
3
回（
第
21

7
号
）】

検
証
編　
統
合
さ
れ
て
ど

う
な
っ
た
？
当
事
者
の
思

い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

や
跡
地
利
活
用
の
現
状

◀

【
第
4
回（
第
21

8
号
）】

未
来
編　
10
年
後
の
岩
泉

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
議
会
と
町
が
す
べ
き

こ
と議

会
か
ら
の
視
点

「
学
校
が
な
く
な
る
＝

地
域
が
消
え
る
」
に
さ

せ
な
い
た
め
に

　
学
校
の
閉
校
を
機
に
、

若
い
世
代
が
地
域
を
離
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
の
声
は
、
今



6
いわいずみ議会だより　第215号
令和8年7月23日発行

定例会のあらまし

　
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
６
月
16
日

ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
６
人
の
議
員
が
登

壇
し
ま
し
た
（
質
問
の
内
容
な
ど
は
10
ペ
ー
ジ
か
ら
13

ペ
ー
ジ
ま
で
）。

　
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
７
人
の
任
命
に

同
意
。

　
監
査
委
員
の
報
酬
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
や
岩
泉
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
武
道
場
ほ
か
）

大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
、
龍
泉
洞
洞
内
電
気
設
備

等
改
修
工
事
請
負
契
約
な
ど
14
議
案
を
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
栗
宿
橋
橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約

　
　
㈱
畑
中
組	

	

５
６６

５
万
円

◆
岩
泉
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
武
道
場
ほ
か
）

　
大
規
模
改
修
（
建
築
）
工
事
請
負
契
約

　
　
㈱
西
倉
工
務
店	

９
９
３
９
万
６
千
円

◆
龍
泉
洞
洞
内
電
気
設
備
等
改
修
工
事
請
負
契
約

　
　
㈱
奥
村
電
気
商
会
岩
泉
営
業
所

	
	

５
７
１
７
万
８
千
円

◆
中
型
フ
ッ
ク
ロ
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
購
入

　
　
極
東
開
発
工
業
㈱	

９
０
４
万
2
千
円

快適な運動施設へ
〜海洋センター大規模改修工事請負契約を可決〜

令和８年度から３か年で改修予定の岩泉町Ｂ＆Ｇ海洋センター。本年度は、武道場などが改修されます。

議決された議案
の 一 覧 は 町 の
ホームページで
確認できます
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農
業
委
員
の
任
期
が
７
月
19
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
７
人
の
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
３
年
間
で
、
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
龍
泉
洞
洞
内
電
気
設
備
等
改
修
工
事
請
負
契
約
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
分
電
盤
の
改
修
や
地
底
湖
の
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の
移
設
、

照
明
機
器
の
更
新
工
事
が
行
わ
れ
る
ほ
か
に
洞
内
解
説
映

像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
や
洞
内
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
集
客
力
や
観
光
客
満
足
度
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
や

大
雨
に
よ
る
増
水
時
の
被
害
抑
制
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
監
査
委
員
の
年
額
報
酬
を
令
和
８
年
度
分
か
ら
引
き
上

げ
す
る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

移設される分電盤 照明機器の更新工事が行われる龍泉洞内「月宮殿」

農
業
委
員
の
任
命
に
同
意

龍
泉
洞
洞
内
電
気
設
備
等

改
修
工
事
請
負
契
約
を
可
決

監
査
委
員
の
報
酬
を
改
定

監査委員報酬（年額）

代表監査

現　行　 383,000 円

改正後 504,000 円

代表監査
以 外

現　行 310,000 円

改正後 456,000 円

　龍泉洞のガイドボランティアを行う際
に、お客様から暗くて特に階段が怖かっ
たとのお声も聞いていました。洞内が明
るくなり、龍泉洞をより隅々まで見てい
ただける事が出来るのはとても楽しみ
です。

洞
内
照
明
機
器
の
更
新
で

お
客
様
の
笑
顔
も
明
る
く下道　久美さん（小川）

まま ちち 声声のの

合　
砂　
哲　
夫 

さ
ん
（
安　
家
・
70
歳
）

三
田
地　
泰　
正 

さ
ん
（
岩　
泉
・
76
歳
）

早　
川　
ケ
ン
子 

さ
ん
（
小　
川
・
81
歳
）

鎌　
田　
和　
美 

さ
ん
（
岩　
泉
・
45
歳
）

畠　
山　
利　
勝 

さ
ん
（
釜
津
田
・
65
歳
）

佐
々
木　
知　
子 

さ
ん
（
岩　
泉
・
62
歳
）

山　
崎　
　
　
敏 

さ
ん
（
小　
本
・
47
歳
）

龍泉洞公式ＨＰは
こちら

次
は
、条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

定例会のあらまし
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条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
佐
藤
安
美
委
員
長
）

は
６
月
16
日
、
条
例
５
件
、
補
正
予
算
５
件
を
審
査
。
全

て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
同
日
の
本
会
議

に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業
、

エ
ビ
陸
上
養
殖
実
証
事
業
、
サ
ケ
孵
化
場
利
活
用
養
殖
実

証
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
に
対
す
る
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

　日々の散歩コースから望むサケ孵
化場。サケに代わる養殖に取り組
むと聞き、大成功の吉報を待ちな
がら散歩も更に楽しくなりそうです。

　小さいころ旧小本保育園に通っていました。
静かに残る思い出の建物を通るたびに寂しく眺
めていましたが、使い道が変わっても、人が出
入りしてあかりがともる事は嬉しいなと思います。

サケ孵化場利活用養殖
大成功の吉報を心待ち

思い出の建物の活用
明かりがともる喜び

千葉　陽
よ う こ

子さん
（小本）

田村　美
は る か

夏さん
（小本）

まま ちち 声声のの まま ちち 声声のの

実
証
事
業
が
成
功

し
た
場
合
は
、
別
の

施
設
で
大
規
模
に
取
り

組
む
想
定
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

常
に
前
向
き
な
政
策

を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
が
。

実
証
事
業
を
成
功
さ

せ
、
海
の
事
業
と
し

て
拡
大
し
て
い
く
。

エ
ビ
陸
上
養
殖
の
実

証
事
業
の
期
間
は
。

実
証
事
業
の
期
間
は

１
年
間
。
成
果
に
つ

い
て
は
、
報
告
会
で
報
告

す
る
。単

年
度
で
見
る
と

赤
字
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通

し
は
。

漁　業

実
証
事
業
の
側
面
支
援
は

課
題
共
有
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

問

問

問 答

答 答

実証事業が行われる旧小本保育園（写真右）とサケ孵化場（写真左）

条例補正予算等審査特別委員会

漁業の未来を拓く実証事業スタート
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事
業
費
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
？

事
業
費
は
6
1
0
万

円
を
3
年
間
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
仕
事
人

倶
楽
部
理
事
長
を
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
招
く
。
地

元
事
業
者
、
若
手
農
業
者

を
は
じ
め
、
関
心
の
あ
る

住
民
へ
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
。

通
信
制
高
等
学
校
と

地
域
の
関
わ
り
は
。

地
域
の
営
み
、
生
活

に
触
れ
る
よ
う
な
体

験
を
行
い
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
以
外
で
も
地
域
に
赴

き
、
自
分
の
学
び
を
続
け

て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
活
用
事
業
の

詳
細
な
内
容
は
。

未
来
会
議
、
地
元
事

業
者
、
若
手
農
業
者

を
巻
き
込
ん
だ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

空
き
店
舗
活
用
施
策
と
し

て
、
起
業
者
や
中
高
生
と

も
連
携
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

店
舗
の
企
画
を
し
て
い
く
。

通
信
制
高
等
学
校
を

株
式
会
社
が
運
営
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
会
社

の
経
営
状
況
は
大
丈
夫
か
。

国
の
機
関
も
審
査
し

て
お
り
、
運
営
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

地域創生

事
業
の
達
成
目
標
は

地
域
経
済
活
性
化
へ

教育特区（※）

事
業
主
体
の
経
営
状
況
は

国
も
審
査
済
で
問
題
な
い

問

問

問

問

答

答

答

答

　構造改革特区の枠組みを使い、学校教
育法などの規制を地域限定で緩和して先進
的な教育を試行する区域・制度です。
　本町では、本年３月、内閣府から構造改
革特別区域計画、通信制高等学校に係る

「森と水のシンフォニー岩泉町の自然を活用
したまちづくり特区」の認定を受け、令和９
年４月から旧大川中学校の校舎を利用した

「広域通信制高等学校」を開校する予定とし
て進めています。

（※）教育特区

◇
新
規
事
業
（
抜
粋
）

事

業

名　
エ
ビ
陸
上
養
殖
実
証
事
業 

事
業
実
施
主
体　
小
本
浜
漁
業
協
同
組
合

事
業
の
目
的

１　
事
業
概
要

　
海
洋
環
境
等
の
変
化
に
よ
る
漁
業
生
産
額
の
減
少
が
著
し
い
状
況
を
踏

ま
え
、
海
洋
に
依
存
し
な
い
陸
上
養
殖
に
よ
り
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の

構
築
や
水
産
業
の
経
営
多
角
化
及
び
高
付
加
価
値
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
エ
ビ
の
陸
上
養
殖
実
証
試
験
に
対
し
て
支
援
す
る
。 

２　
事
業
の
内
容

　

小
本
浜
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す
る
ク
ル
マ
エ
ビ
と
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ

（
各
１
００００



尾
）
の
稚
エ
ビ
投
入
か
ら
収
穫
、
評
価
ま
で
の
陸
上
養

殖
実
証
試
験
に
対
し
補
助
す
る
も
の
。

３　
補
助
率　
9
╱
10

４　
事
業
費　
８
２
５
万
５
千
円 

事

業

名　
サ
ケ
孵
化
場
利
活
用
養
殖
実
証
事
業 

事
業
実
施
主
体　
小
本
浜
漁
業
協
同
組
合

事
業
の
目
的

１　
事
業
概
要

　
海
洋
環
境
等
の
変
化
に
よ
り
、
小
本
浜
の
魚
種
や
漁
獲
量
は
大
き
く
変

化
し
、
中
で
も
サ
ケ
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
年
々
漁
獲
量
が
減
少
し
サ
ケ

孵
化
場
の
稼
働
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
孵
化
場
を
利
活

用
し
た
新
た
な
漁
業
の
構
築
に
向
け
た
取
組
に
対
し
支
援
す
る
。 

２　
事
業
の
内
容

　
小
本
浜
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
サ
ケ
の
孵
化
及
び
稚
魚
育
成
期
間
外
に

お
け
る
サ
ケ
孵
化
場
を
活
用
し
た
ニ
ジ
マ
ス
の
稚
魚
養
殖
実
証
試
験
に
対

し
補
助
す
る
。

　
事
業
実
施
は
、
ニ
ジ
マ
ス
養
殖
等
で
大
学
等
の
研
究
機
関
等
と
共
同
研

究
を
実
施
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
、養
殖
技
術
、資
材
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
受
け
な
が
ら
概
ね
３
年
を
目
途
に
試
験
を
行
う
も
の
。  

３　
補
助
率　
1
╱
２

４　
事
業
費　
１
００

万
円

事

業

名　
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
事
業

事
業
実
施
主
体　
岩
泉
町

事
業
の
目
的　

「
仕
事
（
雇
用
創
出
）」
を
起
点
と
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、

「
安
心
」「
未
来
」
へ
と
波
及
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

事
業
の
内
容

１　
事
業
概
要

　
総
務
省
が
登
録
し
て
い
る
地
域
力
創
造
の
た
め
の
外
部
専
門
家
（
地
域

力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
活
用
し
、
特
に
、
若
者
が
地
域
に
残
る
又
は

戻
っ
て
き
て
起
業
等
へ
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
等
を
具
現
化
す
る
も

の
。 

２　
主
な
内
容

（
１
）
未
来
会
議
（
仮
称
）、
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

地
元
事
業
者
、若
手
農
業
者
、移
住
希
望
者
等
を
巻
き
込
ん
だ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（
２
）
空
き
店
舗
活
用
施
策

起
業
者
や
中
高
生
と
も
連
携
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
店
舗
」
企
画 

行

う
も
の
。

３　
事
業
費　
６
１
０
万
円

４　
外
部
専
門
家　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

仕
事
人
倶
楽
部 

理
事
長

　岩泉町には若者中心の様々な青年部、いわ
いずみミライ会議など岩泉の未来を語れる組
織があります。今回のプロジェクトで外部の
地域創生のプロがどのようにして岩泉町をま
とめて、地域活性化を目指すのかを注目して
いきたい。

地
域
創
生
の
プ
ロ
の
取
組

方
向
性
を
注
目
し
て
い
く千葉　慎也さん（小本）

まま ちち 声声のの

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

条例補正予算等審査特別委員会
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町の考えを問う

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
、
６

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
11

㌻
か
ら
13
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさのり

典 議員 ⃝シンバルスの状況は（11㌻）
＊その他の質問　・移住定住対策について

千
ち

葉
ば

　泰
やす

彦
ひこ

 議員 ⃝組織体制の確立時期は（12㌻）
＊その他の質問　・民意の捉え方の見直しと若い世代へのアプローチ
	 	 ・「岩泉町に必要か」を共有する政策判断へ

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員 ⃝一ツ葉高校の誘致内容は（13㌻）
＊その他の質問
・人口減少への対応、対策　・移住・定住の促進、関係人口の拡大策
・移住希望者の確保支援　・「ふるさと住民登録制度」の運用
・教育行政運営方針　・地域連携コーディネーター制度等の実施状況
・教育委員会事務局受入の地域おこし協力隊員の活動状況
・キャリア教育の推進　・岩泉高校いわて留学の実施

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員 ⃝新たな給付金を国に求めよ（13㌻）
＊その他の質問　・地域新電力会社の設立について

袰
ほろ

地
ち

　照
てる

夫
お

 議員 ⃝町の活力や賑わい対策は（11㌻）

⃝告知端末電話の継続を（12㌻）菊
きく

池
ち

　孝
たか

広
ひろ

 議員
＊その他の質問　・廃校活用について
	 	 ・水道施設組合への施設維持管理の支援について

　
役
場
庁
舎
に
入
る
と
町
民
室
の
テ
レ

ビ
に
議
会
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い

た
の
で
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
も
あ
り

自
分
の
目
と
耳
で
確
か
め
た
い
と
思
い

傍
聴
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
地
域
の
未
来
や
事
業
展
開

に
活
か
せ
る
「
素
材
」
を
常
に
探
し
て

い
ま
す
。午
後
か
ら
の
傍
聴
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
姿

勢
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　
問
題
意
識
な
ど
温
度
差
は
あ
る
に
し

ろ
、
根
本
に
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
議
員
同

士
も
う
少
し
意
見
を
擦
り
合
わ
せ
て
い

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。『
実

際
に
見
る
意
義
は
あ
る
』
議
会
傍
聴
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
今
度
は
最
初
か
ら
傍

聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
９
人

で
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
釜
津
田

に
住
み
、
炭
焼
き
に
取
り
組
ん
で
い
る

平
良
元
太
さ
ん
に
傍
聴
し
た
感
想
や
議

会
に
対
す
る
声
を
聴
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

６
人
の
議
員
が
登
壇

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

平
た い ら

良　元
げ ん た

太さん
（釜津田）
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町の考えを問う

 

活
力
や
賑
わ
い
創
出
は

 

町
民
一
丸
で
取
り
組
む

問　
「
C
Y
M
B
A
L
S

（
シ
ン
バ
ル
ス
）」は
、オ
ー

プ
ン
か
ら
1
年
が
経
過
し

た
。
町
の
財
産
で
あ
る
こ

の
施
設
が
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
今
後
の
持
続
可

能
な
運
営
と
本
町
の
地
域

振
興
に
ど
う
結
び
つ
け
て

い
く
の
か
、
町
の
認
識
と

展
望
は
。

響
き
合
え

未
来
へ
と
も
に

　
　
　
シ
ン
バ
ル
ス さらなる飛躍が期待される

シンバルス

町
長　
初
年
度
と
な
る
令

和
７
年
度
の
実
績
は
、
年

間
利
用
者
は
8
0
0
0
人

を
超
え
、
総
売
上
額
は

82

0
0
万
円
で
あ
り
、

目
標
に
対
し
て
89
％
の
売

上
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
へ
の
経
済
波
及
効
果

は
、
総
額
35

0
0
万
円

程
度
の
経
済
効
果
と
試
算

し
て
い
る
。

　
今
後
も
町
の
持
続
的
な

発
展
と
地
域
活
性
化
に
寄

与
し
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
「
岩
泉
町
住
ま
い
る

づ
く
り
事
業
補
助
金
」
の

申
請
件
数
の
実
績
と
現
状

の
課
題
は
。

町
長　
交
付
実
績
は
合
計

26
件
、
補
助
総
額
は

1
4
4
9
万
円
で
あ
っ

た
。
補
助
額
を
手
厚
く
し

た
結
果
、
件
数
が
大
き
く

伸
び
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
空
き
家
に
関
す
る
相

談
が
増
加
傾
向
で
、
空
き

家
問
題
の
複
雑
さ
を
改
め

て
認
識
し
て
い
る
。

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

賑
わ
い
も

欠
か
せ
な
い
の
が

　
　
　
町
づ
く
り

袰地　照夫議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
現
在
の
か
た
ち
の
岩

泉
町
が
誕
生
し
て
以
来
、

社
会
も
人
も
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
が
当
た

り
前
の
７０
年
、
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
を
弱
め
、
か

つ
て
の
活
力
や
賑
わ
い
の

あ
っ
た
町
を
ど
う
作
り
上

げ
る
か
。

町
長　
地
域
振
興
協
議
会

や
町
内
の
各
団
体
の
皆
様

が
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
状
況
の
中
、

賑
わ
い
や
活
力
の
創
出
に

懸
命
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
。

　
か
つ
て
の
賑
わ
い
の
姿

は
、
一
人
ひ
と
り
が
役
割

を
持
っ
て
地
域
全
体
で
喜

 シンバルスの状況は
 おおむね好調な出足

び
を
分
か
ち
合
っ
た
結
果

と
し
て
生
ま
れ
る
も
の
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
も
極

め
て
大
切
な
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
先
人
た
ち
が
築

き
上
げ
た
町
の
歴
史
や
暮

ら
し
の
知
恵
を
現
代
の
ま

ち
づ
く
り
に
融
合
さ
せ
、

感
動
し
て
い
た
だ
け
る
町

に
な
る
よ
う
町
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

大勢の人で賑わう
七頭舞の里おもと鮭まつり
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町の考えを問う

 

組
織
体
制
の
確
立
時
期
は

 

令
和
９
年
４
月
基
本
方
針

問　
「
地
域
の
あ
り
方
検

証
」
の
主
管
部
署
と
横
断

的
連
携
、
今
後
の
役
場
体

制
の
確
立
期
間
は
。

町
長　
当
面
は
政
策
推
進

説
明
は

行
政
だ
け
で
な
く

　
　
　
議
会
で
も

子どもは地域の宝です

課
が
全
体
統
括
し
全
庁
体

制
で
取
り
組
む
。
総
合
計

画
が
始
動
す
る
令
和
９
年

４
月
の
組
織
再
編
を
基
本

と
し
つ
つ
、
前
倒
し
で
実

効
性
あ
る
体
制
を
構
築
。

問　
行
財
政
改
革
の
令
和

８
年
度
中
の
目
標
設
定
に

向
け
た
推
進
体
制
と
、
事

業
見
直
し
の
進
捗
は
。

町
長　
５
月
に
事
務
・
事

業
見
直
し
の
職
員
提
案
を

実
施
。
今
後
検
討
チ
ー
ム

や
推
進
本
部
で
議
論
し
、

町
の
方
針
を
決
定
す
る
。

問　
子
ど
も
未
来
応
援
事

業
は
、
ば
ら
ま
き
と
の
批

判
も
あ
る
。
立
案
根
拠
や

検
討
プ
ロ
セ
ス
、
効
果
の

評
価
は
。

町
長　
議
会
の
要
望
や
ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
高
い
経
済

的
支
援
ニ
ー
ズ
、
物
価
高

騰
を
踏
ま
え
町
独
自
の
支

援
が
必
要
と
判
断
。
次
期

総
合
計
画
で
体
系
化
し
方

向
性
と
評
価
を
明
確
化
。

千葉　泰彦議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

ぴ
ー
ね
っ
と

慣
れ
た
こ
ろ
に
は

　
　
　
新
商
品

菊池　孝広議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と

が
令
和
９
年
度
末
で
終
了

す
る
が
、
告
知
端
末
の
電

話
機
能
は
継
続
か
経
過
措

置
を
設
け
る
べ
き
。

町
長　
導
入
か
ら
12
年
経

過
。
シ
ス
テ
ム
の
維
持
自

体
が
困
難
で
あ
る
。
後
継

情
報
伝
達
と
し
て
L
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト

 告知端末電話の継続を
 新たな情報伝達を検討

フ
ォ
ン
の
活
用
を
含
め
本

年
度
中
に
方
針
を
示
す
。

問　
廃
校
舎
を
活
用
し
、

地
域
の
産
業
振
興
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
べ
き
。

町
長　
廃
校
舎
を
含
め
た

地
域
の
資
源
を
活
用
し
、

持
続
可
能
な
賑
わ
い
を
創

出
す
る
よ
う
地
域
住
民
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
前
向

き
に
研
究
す
る
。

問　
水
道
施
設
組
合
へ
の

施
設
維
持
管
理
の
支
援
を

す
べ
き
。

町
長　
人
口
減
少
、
高
齢

化
等
に
よ
り
、
施
設
の
維

持
管
理
が
年
々
困
難
に
な

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
各
組
合
の
状
況
を
把

握
し
、
実
情
に
即
し
た
支

援
の
あ
り
方
を
研
究
し
、

対
応
を
考
え
て
い
く
。 ぴーちゃんねっとで近所の人とお互いに

安否確認・情報交換
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町の考えを問う

 

一
ツ
葉
高
校
の
誘
致
内
容
は

 

地
域
と
の
交
流
活
動
を
支
援

問　
学
校
統
合
に
よ
る
廃

校
施
設
・
旧
大
川
中
学
校

に
通
信
制
一
ツ
葉
高
等
学

校
が
設
置
さ
れ
る
。
学
校

開
設
、
運
営
内
容
は
。

町
長　
本
通
信
制
高
校
の

誘
致
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

本
年
10
月
に
は
廃
校
施
設

を
貸
し
出
し
、
開
校
は
来

年
春
を
目
指
し
て
い
る
。

　
教
職
員
は
、
町
内
人
材

や
町
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン

教
職
員
な
ど
を
採
用
す

る
。
現
時
点
で
は
、
現
高

等
学
校
勤
務
職
員
の
配
置

転
換
に
よ
り
、
開
校
当
初

の
体
制
を
確
保
し
た
い
。

旧
校
舎地

域
と
紡
ぐ

　
　
　
学
び
舎
へ

2027 年度通信制一ツ葉高等学校が
開校する旧大川中学校校舎全景

問　
今
回
の
特
区
認
定
計

画
で
は
、
地
域
活
性
化
を

目
指
す
こ
と
を
掲
げ
る
。

計
画
ど
お
り
の
学
校
運
営

に
期
待
す
る
が
、
町
の
見

解
は
。

町
長　
内
閣
府
構
造
改
革

特
別
区
域
計
画
の
認
定
内

容
「
地
域
住
民
や
地
元
高

校
生
と
の
社
会
的
・
文

化
的
交
流
を
行
う
」
と
い

う
趣
旨
に
基
づ
き
、
一
ツ

葉
高
等
学
校
と
地
域
と

の
連
携
交
流
を
具
体
化

す
る
。
町
と
し
て
地
元
団

体
や
住
民
と
の
交
流
の

場
を
提
供
し
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
学
習
や

活
動
の
実
現
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

ホ
ル
ム
ズ
と

暮
ら
し
は
直
結

　
　
　
知
る
に
け
り

林崎竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
県
内
で
は
、「
部
品

の
入
荷
が
途
絶
え
て
、
受

注
し
て
も
施
工
で
き
な

い
」
な
ど
、
原
料
価
格
の

上
昇
と
資
材
の
供
給
不
足

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
発
生

し
て
い
る
。

　
本
町
各
業
界
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
イ
ラ
ン
攻
撃
で
始
ま
っ

た
物
価
高
騰
は
さ
ら
に
続

 新たな給付金を国に求めよ
 国・県へ早急に声を上げる

く
と
考
え
る
。

　
新
た
な
給
付
金
の
支
給

を
国
に
求
め
る
べ
き
だ
。

町
長　
建
設
業
で
は
、
塗

料
等
の
納
期
の
遅
延
、
運

送
業
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
の
入
手
が
困
難
、
小

売
業
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
一
部
調
達
困
難
、
宿

泊
業
で
は
燃
料
費
の
高

騰
、
製
造
業
で
は
、
潤
滑

油
が
入
手
困
難
、
き
の
こ

産
業
で
は
、
ト
レ
ー
な
ど

の
資
材
で
納
品
制
限
。
林

業
で
は
、
原
木
の
入
荷
制

限
に
よ
り
、
素
材
生
産
者

の
売
上
減
。 

　
町
と
し
て
は
、
国
・
県

に
対
し
早
急
に
声
を
上
げ

て
い
く
。

　

今
年
度
は
、「
家
計
応

援
龍
ち
ゃ
ん
商
品
券
」

等
を
実
施
。
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

建設資材の不足が長引くことが
心配されます

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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14
いわいずみ議会だより　第215号
令和8年7月23日発行

大
槌
町
林
野
火
災
へ
義
援
金

総務・産業

第
２
回
常
任
委
員
会
を
開
催

所
管
事
務
調
査
項
目
を
確
認

　
総
務
常
任
委
員
会
（
千
葉
泰
彦
委
員
長
）
及
び
産
業
常

任
委
員
会
（
畠
山
和
英
委
員
長
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
２
回

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、　
所
管
事
務
調
査
の
項
目
や
進
め

方
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
、
各
常
任
委
員
会

の
調
査
項
目
と
は
別
に
、
委
員
１
人
１
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　いわいずみ議会だよ
り第 214 号（令和８年
４月 21 日号）７㌻で、
記事中の八重樫恭生さ
んのお名前に誤りがあ
りました。お詫びして
訂正します。
誤：泰生さん
正：恭生さん

お
詫
び
と
訂
正

　
６
月
22
日
、
町
議
会

議
員
一
同
は
、
４
月
22

日
に
大
槌
町
で
発
生
し

た
大
規
模
な
林
野
火
災

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
被
災
者
へ
の
支

援
と
し
て
義
援
金
10
万

円
を
届
け
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。八重樫龍介議長から

小松則明大槌町議会議長へ

◆
総
務
・
調
査
事
項

・
公
共
交
通
の
現
況
に
つ
い
て

・
地
域
の
あ
り
方
検
証
に
つ
い
て

・
い
わ
て
留
学
の
運
用
に
つ
い
て

◆
産
業
・
調
査
事
項

・
農
林
水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

・
観
光
業
・
商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

・
町
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

◆
各
委
員
の
取
り
組
み
テ
ー
マ

・
千
葉
泰
彦
委
員
長	

上
下
水
道
料
金
事
業
の
赤
字
幅
の

削
減
に
つ
い
て

・
菊
池
孝
広
副
委
員
長	

医
療
体
制
（
各
診
療
所
の
運
営
状

況
）
に
つ
い
て

・
三
田
地
泰
正
委
員	

公
共
交
通
の
柔
軟
な
運
行
に
つ
い
て

・
林
崎
竟
次
郎
委
員	

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

に
つ
い
て

・
小
松
ひ
と
み
委
員	

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
所

得
向
上
策
（
産
直
、
加
工
施
設
の

利
活
用
）
に
つ
い
て

・
袰
地
照
夫
委
員	

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
の
た
め

の
住
宅
対
策
に
つ
い
て

・
畠
山
和
英
委
員
長	

ク
マ
等
野
生
鳥
獣
管
理
対
策
の
強

化
に
つ
い
て

・
大
山
幸
真
副
委
員
長	
龍
泉
洞
を
起
点
と
し
た
観
光
振
興

の
強
化
に
つ
い
て

・
三
田
地
久
志
委
員	
既
存
事
業
者
の
所
得
拡
大
と
し
て

の
産
直
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
一
体
的
機
能
強
化
再
構
築

・
合
砂
丈
司
委
員	

国
道
340
号
線
等
県
管
轄
幹
線
道
路

整
備
促
進
活
動
の
継
続
強
化
に
つ

い
て

・
畠
山
昌
典
委
員	

漁
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

・
佐
藤
安
美
委
員	

畜
産
・
酪
農
振
興
、
支
援
対
策
に

つ
い
て



岩泉町有害鳥獣捕獲等報奨金交付要綱に定める報奨金一覧
獣種 内容 金額 単位

ツキノワグマ

捕獲用罠の見回り 2,000 円 １件１日

捕獲等の従事 10,000 円 １頭１人

捕獲された罠移動の従事者 12,000 円 １人

捕獲された罠移動の従事車両 8,470 円 １台

カワウ 捕獲等 8,000 円 １羽

イノシシ 捕獲等 16,000 円 １頭

ニホンジカ 捕獲等 16,000 円 １頭

緊急銃猟
ツキノワグマ、イノシシ

実施者（射手） 30,000 円 1 件 1 人

補助者 20,000 円 1 件 1 人
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　小本クマ班隊員として活動しています。県内で
もクマによる人身被害が発生しており、農作物被
害とともに、安心安全を守るため活動している実
施隊員にとって待遇改善はありがたいです。

上野佳
か ず ま

寿真さん
（岩泉・鳥獣被害対策実施隊員）

まま ちち 声声のの

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

費
を
支
給
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

ク
マ
の
捕
獲
報
酬

に
つ
い
て
は
、
適

時
見
直
し
を
行
っ
て
き
た

が
、
有
害
捕
獲
件
数
の
増

加
に
伴
い
実
施
隊
員
の
負

担
も
増
え
、
ま
た
緊
急
銃

猟
実
施
な
ど
の
新
た
な
対

応
に
適
用
す
る
報
酬
改
定

も
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
体
的
な
検
討
を

進
め
て
い
く
。

町
で
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
等

の
指
定
管
理
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
た
め
、
町
猟
友
会
員

を
「
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
」
に
任
命
し
、
対

応
を
し
て
い
る
。
捕
獲
し

た
場
合
に
は
報
償
費
を
支

給
し
成
果
が
で
て
い
る
。

ク
マ
の
有
害
捕
獲
に
は
報

酬
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
猟
期
の
捕
獲
や
く
く

り
わ
な
の
捕
獲
に
は
出
し

い
な
い
。
増
え
過
ぎ
た
猛

獣
の
ク
マ
を
削
減
す
る
た

め
、
ク
マ
捕
獲
へ
の
報
償

問

答

令
和
６
年
１
月
の

議
員
と
語
る
会
で
要
望

令
和
７
年
第
４
回

定
例
会
一
般
質
問

令
和
８
年
第
２
回

定
例
会
【
補
正
予
算
】

ク
マ
捕
獲
へ
の
報
償
費
は

一
体
的
な
検
討
を
進
め
る次

は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

クマ

　
新
た
に
年
額
報
酬
1
万

2
千
円
を
実
施
隊
員
全
員

に
支
給
す
る
と
と
も
に
、

岩
泉
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
等

報
奨
金
交
付
要
綱
に
定
め

る
報
奨
金
に
つ
い
て
も
、

性
質
や
分
類
を
整
理
し
、

作
業
や
出
動
に
伴
う
も
の

を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
一
元

的
な
取
り
扱
い
で
適
性
化

を
図
る
。



古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会—間伐に寄与した紙—」を使用しています。
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佐
々
木
大
智
さ
ん
は
、

2
0
2
6
年
４
月
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
岩
泉
・
田
野
畑

Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
」
を
結
成
。

岩
泉
町
・
田
野
畑
村
の
子

ど
も
た
ち
が
地
域
を
越
え

て
集
ま
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
し
て
仲
間
と

と
も
に
成
長
す
る
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

勝
敗
だ
け
で
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
人
間
的
な

成
長
を
大
切
に
し
、
地
域

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
を
目
標
に
し

て
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
ク

ラ
ブ
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
た
い
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

◇
発
刊
ご
と
に
４～

５
回
の

編
集
会
議
を
行
い
ま
す
。
委

員
長
の
「
楽
し
い
編
集
会
議

に
し
ま
し
ょ
う
。」
を
合
言

葉
に
、
笑
い
が
絶
え
な
い
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
で
す
。

◇
意
外
と
苦
労
す
る
の
が

【
町
の
こ
え
】
に
登
場
す
る

方
の
写
真
撮
影
。
あ
の
手
こ

の
手
で
説
得
を
試
み
ま
す
。

「
写
真
は
多
少
修
正
で
き
ま

す
よ
」
の
一
言
で
承
諾
を
頂

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

真
実
を
伝
え
る
議
会
だ
よ
り

で
あ
る
こ
と
か
ら
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
せ
。
撮
影
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
広

報
誌
を
目
指
し
、
撮
影
の
後

は
「
こ
れ
を
機
に
毎
回
見
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
必
ず
付
け

加
え
ま
す
。

◇
広
げ
て
見
た
ら
「
何
か
え

え
こ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
」

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

袰
地　
照
夫

町ＨＰ
議会だより

地
域
に
愛
さ
れ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り

～
表
紙
に
よ
せ
て
～代表の佐々木大智さん（前列中央）と

岩泉・田野畑 ROCKS の子どもたち

岩泉 ·田野畑
ROCKS の
公式 SNS は
こちらから

次の定例会は、
9 月	 3 日	（木）　本会議・一般質問
	 ４日	（金）　一般質問
	 ７日	（月）　条例補正予算審査
	 	　　　本会議
	 ９日	（水）　決算審査
	 10 日	（木）　決算審査
	 11 日	（金）　決算審査・本会議
　　　　　　　　　　　　　　　の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

どなたでも傍聴できます。ぜひ傍聴へお越しください

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状況
をお知らせします。（全日程はＱＲコードで）

議会の動き
4 月
	 10日	 	 広報広聴常任委員会（役場）
	 23日	 	 議会運営委員会（役場）
	 　　　	第２回臨時会（議会議事堂）
	 27日	 	 岩泉レクリエーション公園オープニングセレモニー（町内）
5月
	 11日	 	 小川地区総合交流センター竣工式（町内）
	 19日	 	 町村議会議員研修会（盛岡市）
	 21日	 	 国道 340 号宮古岩泉間整備促進期成同盟会総会（宮古市）
	 22日	 	 岩泉商工会通常総会（町内）
	 26日	 	 全国町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都）
	 28日	 	 国道 455 号・盛岡普代間道路整備
	 	 	 促進期成同盟会通常総会（盛岡市）
6月
	 	４日	 岩泉町観光協会通常総会（町内）
	 	８日	 議会運営委員会（役場）
	 11日	 	 第２回定例会（議会議事堂）
	 	 	 広報広聴常任委員会（役場）
	 12日	 	 一般質問（議会議事堂）
	 15日	 	 議会全員協議会（役場）
	 16日	 	 条例補正予算等審査特別委員会（役場）
	 	 	 本会議（議会議事堂）
	 	 	 総務常任委員会（役場）
	 	 	 産業常任委員会（役場）
	 	 	 広報広聴常任委員会（役場）
	 21日	 	 岩泉町消防団消防演習（町内）


